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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は節足動物門昆虫綱長翅目に属するシリアゲムシ科ヨシリアゲモドキ科，ユキシリアゲム
シ科雪ガガンボモドキ科の胚子発生過程を比較観察しヨその結果を詳細に記載することを第一の目
的としている。またラこれらの研究結果に拠り、真長翅亜目の胚子発生の特徴を把握しヨさらに上
記4科の系統関係を比較発生学的見地から検討し、結論づけることを第二の目的としている。
　研究材料としてはヨプライアシリアゲヨスカシシリアゲモドキ，ウエストウッドユキシリアゲ、
キアシガガンボモドキなど4科9種を便用している。
（1）上記4種の早期発生（卵の構造ヨ成熟分裂ヨ受精ラ卵割ラ胚盤葉形成，胚原基分化、胚膜形
　成）ラ中期発生（胚帯形成ラ体節及び附属肢形成ヲ内層形成）ヨ後期発生（背部閉鎖う外胚葉及び
　中胚葉系器官形成、消化管形成）等がヨ各胚子の発生段階にそい綿密に記載された。
　この観察結果から事産下時の卵の原形質量と卵黄量の比率ヨ内層形成様式ラ胚帯のタイプ葭卵黄
と胚帯の位置関係雪肛門腺の分化の有無、卵休眠の有無の6点でヨ真長翅亜目4科4種の問に雪系
統に関連すると思考される異同が発見されたがヨこれらを除くと、本質的に類似し、長翅目の胚子
発生の特徴を示していると考えられた。さらに事他の完全変態昆虫の胚子発生とも基本的に似るこ
とが明らかになり曾特に典形的な表割ラ外画申胚葉系器官の形成ラニ極形成による中腸形成等の発
生過程でラそれが見られたという。
　真長翅亜目4科の系統関係に就いては雪発生上の数種の形質を基準とし検討した結果，ガガンボ
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モドキ科が最も原的な位置を占めると考えられるのに対しヨシリアゲムシ科が最も分化し、両科の
間にユキシリアゲムシ科、シリアゲモドキ科の順に配列されるのが妥当であると結論づけた。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究に用いられた長翅目は完全変態昆虫群の系統関係を理解する上で極めて重要な目でありな
がらヨ正確な発生学的研究は皆無であった。この欠を埋めヨ基本的な発生学上の知見を得ることがヨ
本研究の第一目的であったが雪ユキシリアゲムシ科を除きラ3科の全発生過程が詳細に記載され、
この目的を十二分に達成している。またヨ比較発生学的見地から、ガガンボモドキ科が最も原的でヨ
上記3科がこれに続くとする結論はう最近の長翅目成虫の形態に関する研究の結論と一致し，重要
な発見である。
　この他ヨ多くの新知見を得ているが，幼虫眼の発生と形態学的意義ヨ胸脚と腹脚の非相同性，第
11腹節の1令幼虫に於ける存在の可能性の指摘は特に重要である。ユキシリアゲムシ科が材料の関
係で研究不十分な点が惜しまれるものの，永く空白であった長翅目の発生学に基本的知見を与えた
貢献はラ極めて重要である。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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